
フルハーネス型墜落制⽌⽤器具 特別教育テスト

年   ⽉   ⽇名前（            ）      ⽣年⽉⽇

住所（〒        　　　　　　　  　　　　　　　　　　　 ）

空欄に適する数字を右の語群より選び記入してください。 

1 フルハーネス（ ）制⽌⽤器具特別教育
① 墜落
② 墜落
③ 落下

2

胴ベルト型（１本つり）を使⽤できる⾼さは（   ）ｍ、設業では

（   ）ｍの⾼さでしか使⽤できません。それを超える⾼さの作業は

必ず、フルハーネスを使⽤してください。

① 6.75
② 8.45
③ ５
④ ８

3

⾼さが（    ）ｍ以上の作業場所において、作業床を設ける事が難

しい場合は、フルハーネス型墜落制⽌⽤器具を使⽤して作業しますの

で、特別教育の対象となります。

① 2
② 2.5
③ ３
④ ５

４

フックの取付け位置が、腰よりも⾼い場合は第⼀種ショックアブソーバ

ーを使⽤して、腰よりも低い場合は（     ）ショックアブソーバ

ーを使⽤します。また、両⽅が混在して⾏う場合は（     ）ショ

ックアブソーバーを選定します。

① 第⼆種

② 第三種

③ 第四種

５

フルハーネスの装着で肩・腿など各部のベルトの⻑さを各⼈の体格にフ

ィットするようにきちんと調節し、（ ）のないように装着状態

を確認してください。

① 緩み

② ⾼さ

③ 重さ

６
労働安全衛⽣法では、仮設⾜場には⾼さ（  ）㎝以上の幅⽊を設ける

事が定められています。

① 10
② 15
③ 20
④ ５

７

⾼所作業においては、（ ）と⾶来・落下⽤の両機能を備えた

保護帽の着⽤が望ましいが少なくとも（ ）の機能を備えた

保護帽を必ず着⽤しなければならない。

① 墜落時保護⽤

② 電気⽤

③ 軽作業⽤




